
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育目標 ４つの重点 

① 基礎学力の定着 
② 進路意識の高揚 
③ 健やかな心と体の育成 
④ 社会性の育成と地域連携 

キャリア指導を推進する高校 

生徒の多様な進路希望に対応し丁寧なキャリ
ア教育や地域と連携した教育活動等をとおし
て、生徒の学びを充実させ、地域を支える核と
なる人材を育成します。 

共生を目指す高校 

ボランティア活動に積極的に取り組むと同時
に、施設を共有するいわき支援学校くぼた校や
地域との交流をとおして思いやりの心を育て、
共生社会の実現を目指します。 

勿来高校でプロを目指そう！ 

福祉の教育プログラム 
 

 
●福祉コースの目的 

  （１）介護や保育など福祉関連の基礎・基本を学習するとともに、

福祉施設での実習等をとおして地域との関わりを深め、福祉の

向上を目指して地域で活躍する人材の育成を目指します。 

  （２）介護や保育などの福祉系への進学対策を推進します。 

●プログラムの中心となる科目（教科：履修年次） 

「生活と福祉」    （家庭：２年次選択科目） 

   「介護福祉基礎」   （福祉：３年次選択科目） 

   「保育基礎」     （家庭：３年次選択科目） 

 ●プログラムに関連する取り組み 

   「共生プログラム」  （１年：総合探究） 

   「インターンシップ」 

   「福祉の職場説明会」・「福祉体験」 

「関の子ボランティア」 

   「nacoroプロジェクト」（いわき支援学校くぼた校との連携） 

●地域との連携（見学・体験・外部講師） 

   いわき市役所、いわき市社会福祉協議会 

   県内四年制大学・短期大学・専門各種学校 

   市内高齢者福祉施設、市内保育所    他 

令和５年度導入。 
 
いわき地区の普通科で 
ただひとつ！ 

●対象生徒 

  福祉分野への進路希望や興味関心 

を持つ生徒 

勿来高等学校普通科 福祉コースのグランドデザイン 

　●各科目ではこんな学習をするよ！

生 活 と 福 祉 介 護 福 祉 基 礎 保 育 基 礎

子供の成長や関わり方について体験的に学習

 ◆インスタントシニア体験　　　◆点字  ◆認知症体験　　　　　　　◆災害と地域福祉  ◆保育所でのふれあい体験学習

 ◆基本的な介護技術  ◆レクリエーション実習　　◆手話  ◆エプロンシアター制作

 ◆高齢者福祉施設の見学・ボランティア活動  ◆基本的な介護技術・生活支援技術  ◆家庭科保育技術検定の取得

 ◆一次救命の知識と技術  ◆最新の福祉用具の見学・体験

 ◆各領域の専門家による出前講座  ◆各領域の専門家による出前講座

高齢者福祉・障害者福祉について体験的に学習

※『福祉の将来を担う人材の育成事業』（福島県社会福祉課）を活用

https://www.irasutoya.com/2012/02/blog-post_9.html
https://www.irasutoya.com/2016/04/blog-post_424.html

